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（1） 陳啓修による翻訳  
馬克思著陳啓修譯（1930）『資本論 第1巻第1分冊』、上海昆侖書店．  



























































術語が併用されたことで第 4 章と第 24 章の要の箇所で論理体系上の「不整合」が生じたり、「公社」訳
語によって『資本論』で言及される Gemeinde、 Gemeinwesen の自生的性格が曖昧にされるという問題
が生じていることを指摘している。 
以上から、本論文は、中国におけるマルクス主義の受容の出自は日本にあり、多くが日本語から中
国語に翻訳されたことを、独・日・中の緻密なテキスト解析により実証した日中学術交流史に関する重
要な貢献である。とくに第二部における『ドイツ・イデオロギー』の中国訳の起源に関する論考は、中国
での論争における定説を覆し、すでに大きな注目を集めており、日本でも専門家の審査を経て専門
書や関連学会の機関誌に掲載されている。「工人」、「公社」、「民族」術語に関する氏の問題提起は、
今後さらに編訳局での調査検討を経て、日中両国間の専門家の間でさらなる学術的展開が期待され
る。論文掉尾に収載された前記目録は斯学関係者に裨益するところ大であろう。以上から本論文の審
査結果は「合格」である。 
